
新
年
度
第
２
回
理
事
会
が
４
月
27

日
、
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
開
か
れ
ま
し

た
。
理
事
会
の
審
議
事
項
、
報
告
事

項
の
一
覧
は
、
２
面
下
の
「理
事
会
ニ
ュ
ー

ス
」
欄
に
示
し
た
と
お
り
で
す
。

①
の
正
会
員
の
入
会
に
つ
い
て
の
審

議
は
、
従
来
、
毎
月
の
理
事
会
で
行
わ

れ
て
き
た
の
と
同
じ
で
、
今
回
33
名
の

新
入
会
員
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
理
事
会
は
、
新
制
度
移
行
に

か
か
わ
る
審
議
に
移
り
、
②
総
会
議

事
運
営
規
則
、
③
諸
規
程
の
整
備
に

つ
い
て
審
議
し
、
決
定
し
ま
し
た
。
②
は

６
月
総
会
に
提
案
し
ま
す
。
③
の
目
玉

は
「
委
員
会
設
置
規
程
」
。
従
来
の
３
つ

の
専
門
部
会
（
旧
設
置
要
綱
を
廃
止
）

に
代
わ
っ
て
、
新
た
に
次
の
４
つ
の
委
員

会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

〇
総
務
委
員
会

〇
事
業
委
員
会

〇
地
域
委
員
会

〇
女
性
委
員
会

新
委
員
会
の
構
成
、
所
掌
事
項
等

に
つ
い
て
は
、
３
面
に
詳
報
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
各
委
員
会
の
構
成

メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
通
り
募

集
し
ま
す
。

な
お
、
安
全
管
理
委
員
会
に
つ
い
て

は
、
規
程
を
一
部
改
定
し
て
基
本
的
に

従
来
の
も
の
を
踏
襲
し
ま
す
。

報
告
事
項
の
う
ち
、
②
役
員
候
補

者
の
推
薦
は
理
事
４
名
の
欠
員
を
補

充
す
る
も
の
で
、
各
地
域
班
長
に
は
候

補
者
の
推
薦
を
依
頼
し
ま
し
た
。

「
東
日
本
大
震
災
復
興
義
援
金
」
と

銘
打
っ
た
募
金
箱
が
、
当
セ
ン
タ
ー
事

務
局
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
（
左
写
真
）
。
３
月
25
日
の
地
域

班
長
会
議
で
提
起
が
あ
り
、
全
国
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
の
呼

び
か
け
も
あ
っ
て
設
置
し
た
も
の
。
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
植
木
１
〜
４
班
は
さ

る
４
月
２
日
、
全
体
会
議
を
開
き
ま
し

た
（
前
号
で
紹
介
）
。
そ
の
さ
い
、
出
席

者
は
冒
頭
、
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲

者
に
１
分
間
の
黙
と
う
を
捧
げ
、
会
議

後
に
復
興
義
援
金
を
募
り
ま
し
た
。

合
計
２
万
９
１
１
０
円
集
ま
り
、
事
務

局
と
は
別
口
で
送
金
し
ま
し
た
。

・
募
集
人
員
…
各
委
員
会
若
干
名

・
任

期

…
１
年
（
平
成
23
年
５

月
〜
24
年
３
月
末
）

・
応
募
方
法
…
５
月
末
ま
で
に
希
望

す
る
委
員
会
を
事
務
局
に
通
知
。

・
選

考
…
理
事
会
で
選
考
し
、

決
定
を
通
知
し
ま
す
。
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第49号

平成23年5月15日

《
発
行
》

公
益
社
団
法
人

日
野
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

日
野
市
日
野
本
町
２
¦
４
¦
７

℡
０
４
２
ー
５
８
１
ー
８
１
７
１

会員数

平成23年3月31日

1,733名

男性 1,331名

女性 402名

入会者数

3月 14名

(男11名、女3名)

但し、退会者61名

専
門
部
会
改
め
、
委
員
会
を
新
設

新
た
に
設
置
規
定
を
決
定
（
３
面
に
詳
報
）

東
日
本
大
震
災
復
興
義
援
金

事
務
局
に
募
金
箱
を
設
置

今
回
６
ペ
ー
ジ
建
て

４
面
に
事
務
局
員
配
置
図

植
木
班
が
約
３
万
円
の
募
金

第62回定期総会
日時：平成23年6月22日(水)13:30～

場所：七生公会堂

議 題：(1)平成22年度事業報告・計

算書類の報告

(2)役員の選任

※議案書、開催通知は別途お届けし
ます。

第
２
回
理
事
会
を
開
催

上
記
新
４
委
員
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す



日
野
市
恒
例
の
「
多
摩
川
・
浅
川
ク

リ
ー
ン
作
戦
」
が
今
年
も
４
月
17
日

（
日
）
に
行
わ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
過

去
最
多
の
４
８
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

昨
年
は
浅
川
・
ふ
れ
あ
い
橋
北
詰

（
Ｈ
ブ
ロ
ッ
ク
）
に
設
営
さ
れ
た
実
施
本

部
テ
ン
ト
が
、
今
年
は
多
摩
川
・
日
野

橋
南
詰
（
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
）
に
〝
移
転
〞
。

実
は
、
実
施
本
部
は
多
摩
川
と
浅
川

で
隔
年
交
互
に
設
置
さ
れ
る
か
ら
で

す
。
例
年
の
よ
う
に
馬
場
市
長
が
挨

拶
に
立
ち
、
参
加
者
を
激
励
さ
れ
ま

し
た
。

ク
リ
ー
ン
作
戦
の
参
加
規
模
は
例

年
、
団
体
・
個
人
合
わ
せ
て
１
３
０
０

名
前
後
。
そ
の
約
３
分
の
１
の
４
０
０

名
余
が
、
黄
色
い
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
た

当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
た
ち
。
20
余
の
参

加
団
体
の
中
で
は
、
圧
倒
的
な
多
さ
を

誇
っ
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
協
力
、
地
域

貢
献
の
立
場
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
重
視
し
、
平
成
７
年
か
ら
毎
年
ク

リ
ー
ン
作
戦
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
は
新
し
い
定
款
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
「
社
会
奉
仕
活
動
」
と

位
置
付
け
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
参
加

を
呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。

会
員
の
退
会
届
に
つ
い
て
は
、
従
来

は
退
会
希
望
者
が
所
属
の
地
域
班
長

さ
ん
に
連
絡
し
、
地
域
班
長
名
で
セ
ン

タ
ー
会
長
あ
て
退
会
届
を
提
出
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
、
こ
の
取
り
扱

い
を
改
め
、
退
会
希
望
者
は
直
接
事

務
局
に
退
会
届
を
提
出
す
る
こ
と
に

し
ま
す
。
そ
の
旨
す
で
に
各
班
長
さ
ん

に
は
連
絡
し
ま
し
た
（
４
月
18
日
付
事

務
連
絡
）
。

変
更
の
理
由
は
、
地
域
班
長
さ
ん
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
。
４
月
13
日
の

第
１
回
地
域
班
長
会
議
で
も
変
更
を

要
望
す
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

★
第
２
回
理
事
会

４
月
27
日

・
審
議
事
項
＝
①
正
会
員
の
入
会
、

②
総
会
議
事
運
営
規
則
、
③
諸
規

程
の
整
備

・
報
告
事
項
＝
①
公
益
社
団
法
人
へ

の
登
記
、
②
役
員
候
補
者
の
推
薦
、

③
退
会
届
の
取
扱
い
変
更
、
④
３
月

事
業
実
績

﹇
セ
ン
タ
ー
行
事
日
程
﹈

●
６
月
３
日
（
金
）
第
２
回
地
域
班

長
会
議
＝
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

●
６
月
22
日
（
水
）
第
62
回
定
期
総

会
＝
七
生
公
会
堂

今
年
度
の
前
期
（春
の
）地
域
班
会
議

は
、
例
年
ど
お
り
６
月
と
７
月
の
２
ヵ
月
の
間

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
各
地
域
班
会
議
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
担
当
理
事
が
出
席
し
、
当
セ
ン
タ
ー

の
現
状
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
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理
事
会
ニ
ュ
ー
ス

配分金の支払日

５月20日(金）
6月20日(月）
7月20日(水）
8月19日(金）
9月20日(火）
10月20日(木）
11月18日(金）

ふれあい橋北詰から河原に向かう会員たち

退
会
届
は
事
務
局
へ

直
接
提
出
す
る
よ
う

取
扱
い
を
変
更
し
ま
す

多
摩
川･

浅
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

当
セ
ン
タ
ー

過
去
最
多
の
４
８
４
名
参
加

参
加
者
の
１
／
３
が
シ
ル
バ
ー

最近７年間の参加状況

年 参加人数

平成１７ ４３１

１８ ４６３

１９ ４３８

２０ ３９３

２１ ４４８

２２ ４０８

２３ ４８４

春
の
地
域
班
会
議

６
・
７
月
に
開
催
し
ま
す

平
成
23
年
度
会
費
に
つ
い
て

自
動
振
込
み
の
手
続
き
を
さ
れ

て
い
な
い
会
員
さ
ん
と
、
手
続
き
は

さ
れ
て
い
て
も
諸
都
合
に
よ
り
払
い

込
み
の
出
来
な
か
っ
た
会
員
さ
ん

は
、
会
費
２
０
０
０
円
を
直
接
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

会
費
の
払
い
込
み
が
さ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
は
、
通
帳
を
記
帳
し
て
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

（
事
務
局
）



当
セ
ン
タ
ー
が
日
野
市
か
ら
委
託

を
受
け
、
市
の
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

の
一
環
を
担
う
リ
サ
イ
ク
ル
事
務
所

（
万
願
寺
６
‐
５
‐
６
）
の
帰
趨
が
昨
年

来
、
問
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

度
も
引
き
続
き
当
セ
ン
タ
ー
で
利
用

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
事
務
所
の
敷
地
は
、
も

と
も
と
㈶
東
京
都
新
都
市
建
設
公
社

（
八
王
子
市
高
倉
町
）
の
所
有
で
す
が
、

以
前
は
当
セ
ン
タ
ー
が
無
償
で
借
り
受

け
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
平
成
20
年
度

か
ら
有
償
と
な
り
、
同
公
社
と
日
野

市
・
当
セ
ン
タ
ー
と
の
間
で
３
年
間
の

賃
貸
契
約
（
賃
借
料
＝
年
約
７
８
０
万

円
）
が
結
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
契
約
期
限
が
今
年
３
月
31
日

で
、
昨
年
来
、
主
と
し
て
①
契
約
続
行

か
、
②
他
所
に
代
替
地
を
求
め
る
か
、

③
リ
サ
イ
ク
ル
事
務
所
を
廃
止
す
る

か
―
―
の
三
択
で
検
討
、
折
衝
が
続
け

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
こ
の
ほ
ど

①
の
線
で
ま
と
ま
り
、
日
野
市
が
土
地

を
借
り
受
け
、
リ
サ
イ
ク
ル
事
務
所
と

し
て
当
セ
ン
タ
ー
が
運
営
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
（
た
だ
し
賃
借
料
７
８
０

万
円
は
日
野
市
が
負
担
）
。

リ
サ
イ
ク
ル
事
務
所
の
継
続
利
用

は
搬
送
班
に
も
、
活
動
継
続
を
可
能

に
し
ま
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
事
務
所
の
駐
車
場
は
以

前
か
ら
、
植
木
班
、
草
取
り
班
等
の
機

材
運
搬
用
リ
ー
ス
車
の
駐
車
場
と
し

て
も
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
従
来
は

リ
ー
ス
車
の
管
理
・
運
用
を
植
木
班
、

草
取
り
班
等
の
作
業
者
に
委
ね
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
昨
年
７
月
発

足
し
た
搬
送
班
（
宮
下
氏
を
世
話
人

と
し
て
、
現
在
班
員
10
名
）
が
独
自
に

請
負
い
、
機
材
の
積
み
込
み
・
運
搬
、

ご
み
処
理
等
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

2011.5.15 月刊さわやか 第49号( 3 )

リサイクル事務所(H23.4.30)

リ
サ
イ
ク
ル
事
務
所
は
継
続
可
能
に

搬
送
班
も
引
続
き
活
用
へ

公益社団法人への移行に伴う諸規程の整備

４月27日の理事会決定により、当センターはさらに次の諸規程の新設と改正を行いました。

■委員会設置規程を新設（５月１日から施行）

委員会名 所掌事項

■５規程を改正（５月１日から適用）
①地域班設置規程
主要改正点は地域班ブロック会議の新

設。当該ブロック内の班長で構成し、年

２回以上開催する。（すでに実施されて

いるが、前規程にはなかった。）
②地域班会議実施要領
③地域班ブロック運営要領
地域班ブロック会議の新設に連動。

④安全管理委員会設置規程
主要改正点は委員の構成。従来のセン

ター役員４名、会員５名を削除し、「理事

及び会員の中から会長が委嘱した者」。

⑤安全対策推進員要綱

■総会議事運営規則を新設
理事会で制定し、定期総会に提案する。

※各委員会の構成は、新設４委員会が各

５名以内、安全管理委員会は１０名以内。

総務委員会

㋐会員の増強及び研修に関すること
㋑組織管理に関すること

㋒センターの広報に関すること

㋓他の委員会に属さないこと

㋐就業開拓に関すること

㋑職群班に関すること
㋒独自事業の運営に関すること

㋐地域班の運営に関すること

㋑社会奉仕活動に関すること

㋐女性会員の増強に関すること

㋑女性会員の就業機会の開拓・拡

大に関すること

㋒女性会員の研修及び市民向け講
習会等に関すること

事業委員会

地域委員会

女性委員会
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新
し
い
公
益
社
団
法
人
に
移
行
し

て
の
最
初
の
行
事
と
し
て
、
今
年
度
第

１
回
地
域
班
長
会
議
が
４
月
13

日

（
水
）
、
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
各
地
域
班
長
お
よ
び

北
村
会
長
、
今
井
副
会
長
ら
新
任
理

事
一
同
と
安
藤
事
務
局
長
が
出
席
し

ま
し
た
。

ま
ず
北
村
会
長
が
挨
拶
で
、
「
公
益

社
団
法
人

日
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ

れ
か
ら
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵

守
）
、
情
報
公
開
等
、
厳
し
い
経
営
ル
ー

ル
が
求
め
ら
れ
る
」
「
社
会
奉
仕
活
動

の
取
り
組
み
も
い
っ
そ
う
求
め
ら
れ
、

各
地
域
班
の
し
っ
か
り
し
た
運
営
が
大

事
に
な
っ
て
く
る
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

次
い
で
北
村
会
長
は
、
理
事
一
同
を

紹
介
。
そ
の
中
で
、
昨
年
５
月
の
第
60

回
定
期
総
会
で
選
任
さ
れ
た
理
事
10

名
の
う
ち
、
４
名
が
転
出
や
死
去
、
辞

退
等
で
欠
員
に
な
っ
て
い
る
事
情
を
説

明
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
地
域
班
長
一
人
ひ
と
り
に

北
村
会
長
か
ら
委
嘱
状
（
任
期
２
年
）

が
丁
重
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う

ち
、
４
月
か
ら
新
任
の
地
域
班
長
５
名

―
―
日
野
本
町
・
馬
場
班
長
、
多
摩

平
２
・
藤
峰
班
長
、
旭
が
丘
１
・
梅
澤

班
長
、
旭
が
丘
２
・
宮
古
班
長
、
程
久

保
・
三
宅
班
長
―
―
が
そ
れ
ぞ
れ
挨

拶
を
の
べ
ま
し
た
。

会
議
の
議
題
は
、
春
の
地
域
班
会

議
を
６
、
７
月
に
開
催
す
る
こ
と
。
と

り
わ
け
６
月
22
日
予
定
の
第
62
回
定

期
総
会
と
の
関
わ
り
が
問
わ
れ
ま
し

た
。
質
疑
で
は
多
く
の
班
長
が
発
言
。

そ
の
中
に
は
退
会
届
の
取
り
扱
い
の
変

更
（
直
接
事
務
局
に
提
出
）
を
求
め
る

意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

本
紙
前
号
で
、
新
年
度
か
ら
公
益

社
団
法
人
へ
の
移
行
に
伴
い
、
各
会
員

に
新
し
い
会
員
証
を
送
付
し
た
こ
と
を

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

新
し
い
会
員
証
は
名
札
と
し
て
、
就

業
時
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
時
に
必
ず

着
用
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ま
で
セ
ン
タ
ー

が
発
行
し
た
職
場
ご
と
の
名
札
は
破

棄
し
て
く
だ
さ
い
。

会
員
証
に
は
有
効
期
限
が
あ
り
ま

す
。
会
員
証
に
「
平
成
25
年
３
月
31
日
」

と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
有
効
期
限
が

近
づ
き
ま
し
た
ら
、
更
新
手
続
き
の
ご

案
内
を
し
ま
す
。

会
員
証
を
紛
失
し
た
場
合
の
再
発

行
に
は
、
実
費
相
当
２
０
０
円
か
か
り

ま
す
。
た
だ
し
、
会
員
証
に
誤
り
が
あ

る
場
合
、
顔
写
真
を
撮
り
直
し
た
い
方

は
、
６
月
末
ま
で
無
料
で
再
発
行
し
ま

す
。

（
事
務
局
）

本
紙
前
号
に
「
シ
ル
バ
ー
総
合
保
険

制
度
の
ご
案
内
」
（
保
険
期
間
＝
平
成

23
年
４
月
１
日
午
後
４
時
〜
24
年
４

月
１
日
午
後
４
時
）
を
折
り
込
み
ま
し

た
。
そ
の
趣
旨
は
、
※
印
が
付
い
て
い
る

保
険
金
２
種
類
の
保
険
金
額
が
前
年

度
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
。
即
ち
、
死
亡

保
険
金
は
従
来
の
９
０
０
万
円
か
ら
７

０
０
万
円
に
、
後
遺
障
害
保
険
金
は
27

〜
９
０
０
万
円
か
ら
21
〜
７
０
０
万
円

に
そ
れ
ぞ
れ
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。
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そ
れ
っ
て
な
に
？

リ
サ
イ
ク
ル
事
務
所

日
野
市
の
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
の
一
環
と
し
て
当
セ
ン
タ
ー
が

市
か
ら
借
り
受
け
て
運
営
し
て
い

ま
す
。
所
在
地
は
万
願
寺
６
丁
目
、

ふ
れ
あ
い
橋
近
く
。
敷
地
は
約
２

１
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
。
主
な
事

業
内
容
は
、
家
具
類
、
家
電
製
品
、

健
康
器
具
・
ス
ポ
ー
ツ
用
品
、
食

器
類
等
の
引
き
取
り
と
再
生
・
販

売
。
さ
ら
に
中
古
自
転
車
の
再
生

（
た
だ
し
作
業
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
）
。
事
務
所
員
は
所
長
以

下
計
20
名
。
全
員
が
会
員
で
す
。

地域班長に委嘱状を手渡す北村会長（右）

死
亡
保
険
金
は
700
万
円
に

シ
ル
バ
ー
総
合
保
険
制
度
一
部
改
定

就業時に、

ボランティア活動時

新しい会員証を
名札として

着用してください

今
年
度
第
１
回

地
域
班
長
会
議
を
開
催

各
地
域
班
長
に
順
次
委
嘱
状



最
近
、
馬
場
日
野
市
長
の
も
と
に
、

日
野
に
住
む
女
性
の
方
か
ら
手
紙
が

届
き
ま
し
た
。
小
学
生
か
と
思
わ
れ
る

お
子
さ
ん
の
お
母
さ
ん
で
、
手
紙
の
主

要
な
部
分
は
、
モ
ノ
レ
ー
ル
甲
州
街
道

駅
前
で
自
転
車
等
放
置
防
止
の
指
導
・

誘
導
業
務
に
従
事
し
て
い
る
当
セ
ン
タ
ー

会
員
に
宛
て
た
も
の
で
す
。

つ
ま
り
、
こ
の
女
性
の
お
子
さ
ん
が

声
を
か
け
て
、
ス
タ
ン
ド
の
壊
れ
た
自

転
車
を
駅
前
に
置
い
て
行
っ
た
と
こ
ろ
、

戻
っ
て
み
る
と
ス
タ
ン
ド
が
直
り
、
き

れ
い
に
並
ん
で
い
た
と
の
こ
と
。
そ
の
修

理
と
整
理
へ
の
お
礼
の
手
紙
で
す
。

手
紙
の
主
要
な
部
分
は
、
次
の
お
り

で
す
。

「
先
日
、
甲
州
街
道
駅
の
自
転
車
監

視
員
の
方
で
お
名
前
が
わ
か
ら
な
い
の

で
す
が
、
子
供
の
自
転
車
の
ス
タ
ン
ド

が
こ
わ
れ
て
お
り
、
自
転
車
を
端
に
立

て
か
け
て
止
め
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と

監
視
員
の
方
に
声
を
か
け
、
出
か
け
ま

し
た
。
数
時
間
後
、
自
転
車
置
き
場
に

子
供
が
戻
っ
た
と
こ
ろ
、
ス
タ
ン
ド
が

直
っ
て
い
て
、
き
ち
ん
と
他
の
自
転
車

と
並
ん
で
い
た
と
聞
き
ま
し
た
。

毎
朝
、
寒
い
中
、
ま
た
雨
の
中
な
ど

も
休
ま
ず
、
多
く
の
自
転
車
を
き
ち
ん

と
並
べ
、
あ
と
か
ら
来
る
人
た
ち
も
と

て
も
止
め
や
す
く
し
て
く
だ
さ
り
、
感

謝
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
お
忙
し
い
中
、
自

転
車
を
修
理
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
て
、

な
ん
と
お
礼
を
申
し
上
げ
た
ら
と
思

い
、
お
手
紙
を
書
き
ま
し
た
」

前
統
括
リ
ー
ダ
ー
（
自
転
車
関
係
）

横
関
文
男
さ
ん
の
お
話

い
い
話
を
聞

き
ま
し
た
。
関
係
者
と
し
て
心
強
く
思

い
ま
す
。
放
置
防
止
の
指
導
・
誘
導
に

当
た
っ
て
い
る
仲
間
全
員
に
と
っ
て
も

励
ま
し
に
な
り
ま
す
。

「
エ
ッ
セ
イ
教
室
」
（
関
根
敦
子
講
師

＝
多
摩
平
３
班
）
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の

「
生
き
生
き
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
」
の
一

環
と
し
て
平
成
18
年
１
月
に
開
講
し
て

以
来
、
10
期
＝
満
５
年
余
を
経
ま
し

た
。
し
か
し
、
新
年
度
か
ら
は
「
生
き
生

き
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
」
の
枠
外
で
、
名

称
も
「
エ
ッ
セ
イ
・
サ
ー
ク
ル
」
に
改
め
て

続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
紙
に

は
ご
好
意
で
引
き
続
き
、
作
品
を
提

供
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

な
お
、
「
エ
ッ
セ
イ
・
サ
ー
ク
ル
」
に
入

会
を
ご
希
望
の
方
は
、
次
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

関
根
先
生
＝
☎
５
８
１
‐
７
９
０
８

松
尾
さ
ん
＝
☎
５
９
３
‐
９
３
９
０

事
故
報
告
に
つ
い
て
は
、
こ
の
と
こ
ろ

毎
号
で
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
引
き

続
き
励
行
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

（
安
全
管
理
委
員
会
）

月刊さわやか 第49号 2011.5.15

市
実
施
の
特
定
健
診
、
生
き
生

き
健
診
は
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

問
合
せ
先
＝
市
健
康
課
、
保
険
年
金
課

★
事
故
報
告
は
直
ち
に

事
務
局
へ
！

( 6 )

子
ど
も
の
自
転
車
修
理
で
お
礼
の
手
紙

甲
州
街
道
駅
の
指
導
・誘
導
員
に
お
母
さ
ん
か
ら

「エ
ッ
セ
イ
・サ
ー
ク
ル
」に
な
り

ま
し
た

「エ
ッ
セ
イ
教
室
」改
め

祖
母
も
母
も
花
が
大
好
き
で
我

が
家
の
庭
に
は
い
つ
も
花
が
あ
っ
た
。

何
と
い
う
花
だ
っ
た
ろ
う
、
一
メ
ー

ト
ル
程
の
丈
で
菊
の
花
に
似
た
黄
色

い
花
が
春
か
ら
秋
ま
で
咲
き
、
切
り

花
に
し
て
仏
壇
に
さ
し
た
。
「
憲
司
、

仏
様
の
花
が
し
な
び
た
。
替
え
ろ
」

と
祖
母
に
言
わ
れ
た
の
を
思
い
出
す
。

母
は
旅
先
で
も
季
節
の
花
に
心
を

弾
ま
せ
た
。
昭
和
六
十
年
の
五
月
、

堂
ヶ
島
の
洋
ら
ん
セ
ン
タ
ー
ヘ
行
っ
た

と
き
「
こ
り
ゃ
ま
あ
、
き
れ
い
だ
よ
う
」

と
声
を
上
げ
、
車
へ
戻
っ
て
も
「
花
は
い

い
な
あ
」
と
く
り
返
し
て
い
た
。

途
中
の
農
家
の
垣
根
に
つ
る
ば
ら

を
見
つ
け
た
と
き
は
「
憲
司
、
車
を

止
め
ろ
、
き
れ
い
だ
か
ら
ひ
と
枝
も

ら
お
う
」
と
言
っ
て
小
枝
を
折
っ
た
。

「
母
さ
ん
、
怒
ら
れ
る
よ
」
と
私
が

止
め
る
と
「
こ
の
歳
に
免
じ
て
許
し
て

も
ら
う
べ
、
花
泥
棒
は
罪
に
な
ら
な

い
よ
」
と
目
尻
の
皺
を
深
く
し
て
笑
っ

た
。祖

母
も
母
も
花
を
見
る
と
笑
顔

に
な
っ
た
。
花
の
季
節
が
来
る
と
、

色
と
り
ど
り
の
花
の
合
間
に
祖
母
と

母
の
笑
顔
が
見
え
か
く
れ
す
る
。

花
の
季
節

土

方

憲

司

甲州街道駅前に立つ自転車指導・誘導員


